





































	標題
	目次
	（一）　遠花香　とくりの君をしのぶ眠藏　付タリあんにちがふたつ室の僧庵
	（二）　藝依道賢　才智おそろし山んばの脇　付タリ大藏かづらのやき鳥
	（三）　捨身有浮瀬　名ハ色になる田孫六が沙汰　付タリちやうせん陣高名の楽書
	（四）　蒙古国裏鬼　元興寺にかましよすだくわらんべ　付タリきみが烟うぶめ物がたり
	（五）　穴賢無恙　ことばのはなもさく芋の茎　付タリ男女ふたなりの辨
	（六）　神宜祢風俗　神の御くじも粟津の八幡　付タリ漢の武帝ははきぼしの論
	（七）　命在食　武家のごくらくしよく人の地獄　付タリ八◇う◇の脾胃からにあるためし

